
長南町の小学校を適正規模の
学校へ再編します。

平成２９年４月

適正規模・適正配置等の手引（文科省）

昭和３１年
改訂以来

約６０年ぶり

新基準策定

長南町の人口の推移

平成１７年
９，８２４人

平成２６年
８，７９４人

昭和５０年
１１，６６２人

昭和３０年（合併）
１５，０８１人

平成２２年
過疎地域の指定

平成３２年度
長南町第４次総合計画
による目標人口

平成３２年
７，７４９人

平成４７年
５，８７１人

長南町の児童数の推移
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2500 昭和３５年までは、
２，０００人以上

昭和３６年以降、
毎年１００人程度減少

昭和４７年
１，０００人を割る

約２０年間
９００人程度で増減

平成７年、８００人を
割ると、急激に減少

平成２６年
３０４人



学校現場の現状
１０名以下の学級

８クラス

学習集団が固定化し、子供同士が切磋
琢磨できない。

価値観が固定化し、多様な見方や考え
方を学ぶ機会が少ない。

球技や合奏・合唱など一定規模の集団
を前提とした活動が困難となる。

運動会・修学旅行等、集団活動や行事
の教育効果が下がる。

体育科・音楽科・特
別活動を中心に、年間
３０回程度の合同授業

合同実施
芸術鑑賞会・水泳記録会・修学旅行
ふれあいキャンプ・マラソン記録会

連携教育で対応してきたが

・移動を伴うため、前後の授業時間の確保
や安全管理への課題
・煩雑な授業の進度調整
→連携活動も限界・これ以上の連携はマ

イナス面も

イメージ 小中学校として
望ましい教育環境

児童・生徒数
の変容

学校としての
管理・運営

町の財政状況と
維持・管理

東

西

長南

豊栄

長南中学校
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特別教室を供用

渡り廊下

渡り廊下

体育館Ａ

体育館Ｂ
グラウンドＡ

グラウンドＢ

小学校用普通教室棟建設予定地

中学校の特別教室を共用

小中学生の体格差を考慮
し、体育館とグランドを
住み分け安全性を確保

基本構想

尚武館
昭和５９年１１月竣工

（築３０年）

腐食し、穴あき箇所も

屋根は老朽化が進み、管内
の畳も、全面張り替え時期

屋根修理見積り:2500万
※屋根はそのままで、カバー

リング工法なら1400万

補修の必要な個所も多数
※維持管理費が増大

中学校・体育科授業
１年：１０コマ×２

（男・女）
２年：１０コマ×２

（男・女）

体育館で対応可能
（学校の理解 済 ）

小中学校の器械運動・非常災害時の
マットとしても使用可能



中学校・体育科授業
１年：１０コマ×２

（男・女）
２年：１０コマ×２

（男・女）

体育館で対応可能
（学校の理解 済 ）

百
年
山

尚武館

小学校
教室棟
（３階）

南

日当たり・風通し ×
改修等の重機進入 ×

尚武館（武道場）

小学校用教室棟

小中学校の器械運動・非常災害時の
マットとしても使用可能

武道教室等社会体育関係の活動場所確保
→小学校体育館等での実施？


